
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲原まつりを終えて          蒲原まつり実行委員長 水本孝夫 

私の方から今年のお祭りについて３日間朝から１０時、１１時くらいまで携わってずうっと現場に居た視点から気が付いた事等をいろいろご報告

させて頂きたいと思います。その前に無事お祭りが終わった事は皆様のお陰様と感謝しております。本当に有難う御座いました。 

最初に露店の出店数は 446店舗で、去年と比較すると２９店舗増えています。口数ですと４６１口になります。それと見物客の数ですが、初日の

６月３０日は日曜日でもあり 104.846人という人出でカウントして以来初めての１０万台になりました。さらに７月１日は平日でしたので 64.994人で、

２日は 47.606人でした。トータルで 217.446人になりました。 

次にゴミ関係についてですが、各露天商の前の状況は昨年ですとゴミとかタバコの吸い殻が散乱していたような記憶がありますが、今年は比

較的そのようなものが無く露天商も自分の店の前はきれいにしようと云う意識が出て来たのではないかなと思います。また、受付の時にお客様の

ゴミを入れる為のゴミ袋を配布しているのですが、まだ自分たちのゴミを入れているような事も見受けられました。仮設歩道のゴミも比較的少なく、 

これも皆さんがゴミの巡視に回って頂いたお陰だと思います。また実行委員会での放送を通じてゴミのポイ捨て禁止などをやっていますのでそう

いった事も少しずつ根付いて来ているのかなという気がします。ただ、長嶺神社の第二詰所の周辺にゴミが散乱していたという気が致しました。 

 仮設トイレについてですが、今まで 11基だったのを今年は 15基設置しました。使用不能というトイレも無く無事に祭りを終える事ができました。 

ただ、今年は想定以上に気温が高く匂いがきついと露天商から苦情が来たという事もありました。 

 次に警備関係についてですが、今年は日曜日が初日という事で早めに警備体制を整えたのですが、それをはるかに超えた見物人でありまし

て、仮設歩道は午後４時から設置という事になっていたのですが、２時頃から見物人が押し寄せて来るような状態でした。長嶺町の一画が混雑す

るという事で昨年から一方通行規制を行っているのですが、露天商の売り上げなども絡み喧喧諤諤でした。 

 福祉ふれあい広場関係についてですが、今年の出店数は１６店舗でした。出店数についてはもっともっと増やして行きたいと思っています。 

ゆかた祭りも定着してきているという感じがします。当初予定していた景品の数が足りなくて途中で増やしたという経緯があります。来年からは

500個くらい用意しなくてはならないかなという気が致します。 

 次に広報誌関係ですが、広告協賛を頂いた事業所が 75社です。もっともっと勧誘すれば集まるのでしょうけど私たちも体力の限界でなかなか時

間が取れなくてこれくらいとなりました。発行部数としては広告入りが 4.000 部で広告なしが 6.500 部ほど発行しました。広告なしに付きましてはこ

の周辺の万代長嶺小学校とか沼垂小学校、笹口小学校、南万代小学校の各小学校に各生徒の数だけ無料配布して頂いて、その他中学校関係

も配布しました。また、公共の所に置いていただいたり金融機関や東横イン、第一ホテルさん等いろんな所に置いて周知して頂き、宿泊客の方に

も見て頂くというかたちをとりました。 

その他としまして、今年から実行委員会の本部の旗を２本作りまして、実行委員会本部が何処にあるか一般の人に見えるようにしてみました。 

結構良く見えるのでもっと本数を増やしたいと思いますしまずは正解だったと思います。６月３０日は見物客が多すぎて迷子が約５０人ほど出たと

いう事で非常に迷子迷子の一日でした。お陰様で放送設備が充実しましたので、放送で流して直ぐ迷子は解決出来るという事でやはり放送設備

の充実というのが非常に良かったと思っております。初日が日曜日の時はもっと警備体制を前倒しして早い時間からやって行かなくてはならない

のかなと思います。午前１０時頃から笹口の民間の駐車場に見物客の自転車が入り込んで迷惑を掛けてしまったという事態がありました。駐車場

関係では今ほんぽーとの駐車場一本でまかなっているのですが、だいぶ駐車台数も増えて限界に近付いてきています。警察・架線工事業者・警

備業者の駐車場も１５台ほど必要なのですが今後国土交通省の方と用地買収の終わった土地について駐車場として貸してもらう交渉も必要だと

考えております。今年から暴力団排除条例の関係で同意書を取るようになりました。ほかの祭りは昨年からやっているのですが、蒲原まつりだけ

今年からという事で初めての試みであり最終的に暴力団関係については一件ありました。指定公域暴力団に名前が載っている人が４口分出店し

ているとの事が受付の時点で発覚したので警察の方と一緒に受け付けたお金は返しまして、店を畳んでもらいました。ほとんどの露天商は分かっ

ていますので今後はこのような事は無いと思います。私の方からは気が付いた事は以上で御座います。 
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長嶺地域コミュニティ協議会だより 

伝統のある「御託宣」が今年から 7月 1日の午後 7時からとなりました。今年は「五穀 七分の作 水あり」 

      

 


